
2022年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
　2022年２月８日

上 場 会 社 名 西川ゴム工業株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 5161 URL https://www.nishikawa-rbr.co.jp/

代 表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)福岡 美朝

問合せ先責任者 (役職名)取締役管理本部長 (氏名)休石 佳司 (TEL)(082)237-9371

四半期報告書提出予定日 2022年２月９日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

　
(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 60,871 7.8 1,801 △12.0 2,685 4.2 1,350 476.1

2021年３月期第３四半期 56,474 △21.9 2,046 △62.3 2,577 △56.6 234 △93.7

(注)包括利益 2022年３月期第３四半期 964百万円 (△42.6％) 2021年３月期第３四半期 1,679百万円 ( △25.8％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 68.93 －

2021年３月期第３四半期 11.97 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 111,587 71,012 60.2

2021年３月期 115,616 71,211 58.0

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 67,211百万円 2021年３月期 67,035百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00

2022年３月期 － 20.00 －

2022年３月期(予想) 20.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,700 4.3 2,700 △43.0 4,600 △23.6 2,500 △7.3 127.57

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧く

ださい。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 19,995,387株 2021年３月期 19,995,387株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 398,994株 2021年３月期 406,955株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 19,592,714株 2021年３月期３Ｑ 19,583,777株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）による厳しい状況が徐々に緩和され、経済活動に回復の兆しが見え始めましたが、新たな変異株の感染拡

大が懸念され、世界的なサプライチェーンの混乱による、原材料の高騰、半導体、電子部品等の需給が逼迫している状

況も継続しており、また、海外経済におきましても、半導体需給が逼迫していることに加え、新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）の影響や米中対立などもあり、先行きは予断を許さない状況が続いております。

　自動車業界におきましては、国内および海外の自動車生産台数は前年同期比で同水準または増加傾向で推移しまし

た。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は60,871百万円（前年同期比7.8％増）となりました。利益につ

きましては、営業利益は1,801百万円（前年同期比12.0％減）、経常利益は2,685百万円（前年同期比4.2％増）となり、

親会社株主に帰属する四半期純利益は1,350百万円（前年同期比476.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は111,587百万円となり、前連結会計年度末と比べ4,029百万円の減少と

なりました。主たる要因は、受取手形及び売掛金が2,847百万円、投資有価証券が2,563百万円減少したことなどによる

ものです。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は40,574百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,831百万円の減少と

なりました。主たる要因は、未払金が1,818百万円、未払法人税等が672百万円、長期借入金が585百万円減少したことな

どによるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産残高は71,012百万円となり、前連結会計年度末と比べ198百万円の減少と

なりました。主たる要因は、その他有価証券評価差額金が1,823百万円減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、最新の経済状況を踏まえ修正しております。詳細は、本日公表しました「2022年３月期通

期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 36,618 34,959

受取手形及び売掛金 14,664 11,817

電子記録債権 2,112 1,922

有価証券 1,800 1,800

製品 2,462 3,265

仕掛品 984 1,039

原材料及び貯蔵品 2,236 2,811

未収還付法人税等 91 359

その他 1,156 2,268

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 62,125 60,240

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,174 8,064

機械装置及び運搬具（純額） 10,395 10,574

その他（純額） 11,010 10,919

有形固定資産合計 29,580 29,557

無形固定資産

その他 1,385 1,356

無形固定資産合計 1,385 1,356

投資その他の資産

投資有価証券 20,151 17,588

退職給付に係る資産 1,351 1,899

繰延税金資産 583 507

その他 439 438

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 22,525 20,432

固定資産合計 53,491 51,346

資産合計 115,616 111,587
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,781 8,370

短期借入金 6,451 6,555

未払法人税等 812 140

賞与引当金 920 454

製品保証引当金 14 19

未払金 2,995 1,176

その他 4,304 4,661

流動負債合計 24,280 21,377

固定負債

長期借入金 13,588 13,003

繰延税金負債 5,033 4,625

退職給付に係る負債 251 281

役員退職慰労引当金 18 20

長期未払金 322 292

資産除去債務 372 376

その他 538 596

固定負債合計 20,125 19,196

負債合計 44,405 40,574

純資産の部

株主資本

資本金 3,364 3,364

資本剰余金 3,531 3,536

利益剰余金 51,418 51,985

自己株式 △413 △405

株主資本合計 57,901 58,480

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,110 7,287

為替換算調整勘定 392 1,721

退職給付に係る調整累計額 △369 △278

その他の包括利益累計額合計 9,133 8,730

非支配株主持分 4,176 3,801

純資産合計 71,211 71,012

負債純資産合計 115,616 111,587

　



－5－

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 56,474 60,871

売上原価 46,644 51,416

売上総利益 9,830 9,455

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 2,583 2,402

給料及び手当 2,105 2,125

退職給付費用 63 42

その他 3,031 3,083

販売費及び一般管理費合計 7,783 7,654

営業利益 2,046 1,801

営業外収益

受取利息 95 90

受取配当金 540 636

持分法による投資利益 33 39

助成金収入 705 258

その他 182 228

営業外収益合計 1,558 1,253

営業外費用

支払利息 159 153

固定資産除却損 51 40

為替差損 600 69

外国付加価値税等 37 －

その他 177 106

営業外費用合計 1,026 369

経常利益 2,577 2,685

特別利益

投資有価証券売却益 － 91

特別利益合計 － 91

特別損失

固定資産除却損 0 0

契約解約損 170 312

特別損失合計 170 312

税金等調整前四半期純利益 2,407 2,464

法人税、住民税及び事業税 687 753

過年度法人税等 949 －

法人税等調整額 526 370

法人税等合計 2,164 1,123

四半期純利益 242 1,340

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

8 △9

親会社株主に帰属する四半期純利益 234 1,350
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 242 1,340

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,736 △1,823

為替換算調整勘定 △2,096 1,338

退職給付に係る調整額 △181 90

持分法適用会社に対する持分相当額 △21 17

その他の包括利益合計 1,436 △376

四半期包括利益 1,679 964

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,037 947

非支配株主に係る四半期包括利益 △357 17

　



－7－

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財またはサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

当会計基準の適用による当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりで

あります。

・本人/代理人の判断

当社グループが製品またはサービスを顧客に移転する前に、当該製品またはサービスを支配している場合に

は、本人取引として収益を総額で認識し、支配していない場合や当社グループの履行義務が製品またはサービス

の提供を手配することである場合には代理人取引として収益を純額（手数料相当額）で認識しております。この

結果、当第３四半期連結累計期間の売上高および売上原価が118百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末日

において、流動資産のその他が11百万円増加、棚卸資産が11百万円減少しております。

・買戻し契約

有償支給取引について、第１四半期連結会計期間より金融取引として棚卸資産を引き続き認識するとともに、

有償支給先に残在する支給品の期末棚卸高について金融負債を認識しております。この結果、当第３四半期連結

会計期間末日において、棚卸資産が46百万円、流動負債のその他が46百万円、それぞれ増加しております。

なお、収益認識に関する会計基準の適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内販売におい

て、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を

認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結

果、利益剰余金の当期首残高への影響は軽微であります。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、

前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（追加情報）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大は、経済や企業活動に大きな影響を与える事象であり、今

後の広がり方や収束時期等に関して先行きを予測することは困難でありますが、現時点においては、会計上の見

積りに大きな影響を与えるものではないと想定しております。なお、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の

経済活動への影響が、想定以上に長期化あるいは拡大した場合には、当社グループの財政状態および経営成績に

影響を及ぼす可能性があります。

　


